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東京証券取引所スタンダード市場への市場区分変更申請に向けた準備に関するお知らせ 
 
 
　当社は、本日開催の取締役会において、東京証券取引所（以下「東証」といいます）スタンダード市場への上

場市場区分変更申請に向けた準備を開始する旨の決議をいたしましたので、下記の通りお知らせいたします。

2026年２月中の申請を予定しております。 
 

記 
 

[東証グロース市場における上場維持基準の適合状況] 
　2025年11月７日に開示いたしました通り、当社の2025 年９月期の基準日時点における東証グロース市場の
上場維持基準への適合状況は、下表のとおり株主数、流通株式数、流通株式時価総額、流通株式比率につい

ては適合しておりますが、時価総額については基準に適合しておりませんでした。当社は、下表のとおり、不適

合となった時価総額基準を充たすために、上場維持基準への適合に向けた各種取組を進めております。 
 

 株主数 流通株式数 流通株式 
時価総額 

流通株式 
比率 時価総額 

当社の適合状況 
（基準日時点） 2,771人 6,990,656 9.1億円 35.8% 25.5億円 

上場維持基準 150人 1,000 ５億円 25％ 40億円 

計画期間（改善期間） ー ー ー ー 2026年９月
末まで 

 
※当社の適合状況は、基準日（2025年９月30日）時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算
出を行ったものです。 
※１単元以上の株式を所有する株主数を記載しております。 
 
 
上場維持基準適合に向けた取組の基本方針 
　当社は、上場維持基準の「時価総額」基準の充足に向け、主として「株価(企業価値)」の向上を進めるべく、
「企業価値の向上」と「当社株式への投資魅力の強化」により、上場維持基準に適合するよう目指してまいりま

す。 
 



 
上場維持基準に適合していない項目ごとの課題と取組内容 
 
（１）課題 
　時価総額が基準値を下回った要因として、2021年９月期から当社グループの業績が低迷となり、グロース市
場において求められる高い成長性を当社グループが示すことができなかったこと、情報発信不足により、株価

が低迷したことが主な要因であると認識しております。 
 
（２）取り組み内容 
 
① 事業成長による企業価値の向上 
　当社は、主要サービスである「machicon JAPAN」において、事業モデルを変革し、自社企画イベントを新たな
集客チャネルとして拡大することで、プラットフォーム全体の利用者数増加と収益最大化を目指してまいります。

加えて、成長著しいAI領域においても事業成長を推進します。当社の子会社であるMiDATAの高い技術力を活
かし、AI導入需要のある企業に対して、PoCから導入、本格運用まで一気通貫で支援する高次元のソリュー
ションを提供することで、持続的な成長を実現いたします。さらに、継続的に取り組んできたコスト構造の最適化

が奏功し、2025年9月期第4四半期には連結営業利益が黒字化するなど、収益性改善の成果も明確に表れ始
めています。これらの取組みを通じて、当社は持続的な黒字経営を維持しつつ、安定的かつ成長志向の体制を

確立してまいります。 
 
② 株主還元施策の検討 
　当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つとして位置づけております。今後は、配当方針の

明確化や株主優待制度など具体的な株主還元策の導入を検討し、株主との中長期的な関係強化を図ってまい

ります。これにより、株式の流動性向上と当社株式への関心喚起を通じて、市場評価の向上を目指します。 
 
③ IR活動の強化 
　当社は、企業価値や成長性を投資家・市場関係者の皆様に正しく理解いただくため、IR活動の質と量の両面
で強化を進めております。具体的には、中期的な成長戦略や四半期ごとの業績動向の発信を強化し、機関投

資家・個人投資家との対話機会を拡充いたします。また、ウェブサイトや説明資料の内容を充実させ、透明性の

高い情報開示を継続してまいります。これらの取組みを通じて、市場からの適正な評価獲得と株主層の拡大を

実現し、持続的な企業価値向上につなげてまいります。 
 
　当社は、これらの取組みを通じて、健全な収益基盤を維持しつつ市場からの信頼と評価を高め、上場維持基

準への早期適合を目指します。あわせて、中長期的な成長ステージに応じた市場区分の選択も視野に入れ、企

業価値の一層の向上を図りながら、上場維持基準の充足に取り組んでまいります。 
 
 
[市場区分変更申請の準備を決議した理由] 
 
　上記の取組を推進した結果、2025年第４四半期決算では対前年同期と比較して大幅な営業増益となり、当連
結会計年度において新たな成長フェーズに突入したと判断しております。また当社は創業から15年目を迎え、
その事業内容、優良な利用者や事業パートナー、長期の株主の方々等、成熟したステークホルダーを有してお

り、次の成長段階に入っていると考えております。 
　こうした認識から現在の成長ステージに適した環境である東証スタンダード市場への移行に向けた準備を開

始する旨の決議をいたしました。2026年３月中の申請を予定しています。 
　これにより、マッチングイベントプラットフォーム企業として、積極的な挑戦により魅力的な新事業・新サービス

の創出を通じて中長期的な持続的な成長を図り、さらなる社会的信用や知名度の向上につなげ、優秀な人材を

確保し、株主様をはじめとして、サービス利用者や取引先、従業員、地域社会などの皆さまに対する社会的な

責任を果たすことを念頭に、より高いガバナンス水準を備えた東証スタンダード市場上場によるステージアップ

を目指してまいります。 
　なお当社の東証スタンダード市場上場の形式基準の適合状況は下記の通りであり、流通株式時価総額が適

合していない状況であります。 



 

スタンダード市場 
区分変更時の形式基準 株主数 流通株式数 流通株式 

時価総額 
流通株式 
比率 純資産 

当社の適合状況 
（基準日時点） 2,771人 6,990,656 9.1億円 35.8% 8.1億円 

スタンダード市場の 
形式基準 400人 2,000 10億円 25％ 正である 

こと 

適合状況 〇 〇 ー 〇 〇 

 
※当社の適合状況は、株式会社東京証券取引所が当社の基準日（2025年9月30日）時点で把握している当社
の株券等の分布状況及び 2025年９月度決算数値に基づいて算出を行ったものです。 
※１単元以上の株式を所有する株主数を記載しております。 

 
 

以上 


